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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第71期

第１四半期
累計期間

第72期
第１四半期
累計期間

第71期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2023年４月１日
至 2023年６月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (千円) 11,150,682 12,204,084 44,886,754

経常利益 (千円) 67,158 241,828 179,026

四半期(当期)純利益 (千円) 43,388 156,233 144,378

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 351,518 362,721 360,832

発行済株式総数 (株) 1,908,100 1,928,400 1,924,800

純資産額 (千円) 3,082,294 3,294,172 3,166,083

総資産額 (千円) 15,584,640 16,722,489 15,124,255

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 22.75 81.08 75.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 22.25 79.54 73.82

１株当たり配当額 (円) － － 37

自己資本比率 (％) 19.8 19.7 20.9
 

(注)１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のうち、経

営者が当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識して

いる主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更は

ありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行し落ち着きを見せ

るものの、世界的な原材料価格の高騰や円安による物価上昇など、先行きの見通せない不透明な状態が続いて

おります。

当社が身を置く食品流通業及びスーパーマーケット業につきましては、原材料価格の高騰や、人件費、燃料

費等のコスト上昇による価格転嫁の動きから、節約志向がより一層進む厳しい経営環境となっております。

このような情勢のなか、当社は食を通じた社会貢献を目標に、取引先との関係強化を図るとともに、効率的

な物流網の構築や、地域密着型の店舗運営を推進、食料品の安定供給に努めてまいりました。

当第１四半期累計期間は燃料費等のコスト上昇分に対する価格転嫁が進んだことや、ドラッグストアやディ

スカウントストアといった主要得意先との取引が堅調に推移したことにより、売上高12,204百万円（前年同四

半期比9.4％増）、営業利益228百万円（前年同四半期比299.7％増）、経常利益241百万円（前年同四半期比

260.1％増）、四半期純利益156百万円（前年同四半期比260.1％増）となりました。

 

各セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

 

ａ．フローズン事業

フローズン事業につきましては、燃料費、電気代等のコスト上昇分に対する価格転嫁が進んだことや、主要

得意先であるドラッグストアの新規出店等により堅調に推移いたしました。また、2023年６月に商品在庫を保

有しない通過型センターを茨城県に開設し、北関東エリアの物流効率の改善に努めております。この結果、フ

ローズン事業の売上高は10,703百万円（前年同四半期比16.8％増）、セグメント利益は247百万円（前年同四

半期比149.0％増）となりました。

 

ｂ．スーパーマーケット事業

スーパーマーケット事業につきましては、前事業年度に３店舗の閉店を行うなど、スクラップアンドビルド

を進めた結果、セグメント売上は前年同期比で減少しておりますが、セグメント利益の黒字化に向け、管理コ

ストの削減や、販売促進費の見直し等、抜本的な改革に取り組んでおります。この結果、スーパーマーケット

事業の売上高は1,500百万円（前年同四半期比24.3％減）、セグメント損失は18百万円（前年同四半期はセグ

メント損失42百万円）となりました。
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(2) 財政状態の状況

(資産)

　当第１四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べて、1,598百万円増加し、16,722百万円となりまし

た。これは主に、フローズン事業の売上の増加に伴い現金及び預金が1,080百万円、受取手形及び売掛金が816

百万円増加したこと等によるものです。

(負債)

　当第１四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べて、1,470百万円増加し、13,428百万円となりまし

た。これは主に、フローズン事業の仕入の増加に伴い支払手形及び買掛金が1,172百万円増加したこと等によ

るものです。

(純資産)

　当第１四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べて、128百万円増加し、3,294百万円となりまし

た。これは主に、利益剰余金が121百万円増加したこと等によるものです。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

　当第１四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した、当社が対処すべき課題について重

要な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(2023年６月30日)

提出日現在発行数(株)

(2023年８月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 1,928,400 1,931,500
 東京証券取引所
 スタンダード市場

完全議決権株式であり、権利

内容に何らの制限のない当社

における標準となる株式であ

ります。なお、単元株式数は

100株であります。

計 1,928,400 1,931,500 － －
 

（注）１．提出日現在の発行数には、2023年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

２．2023年６月23日開催の取締役会決議により、当社の取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除

く。）に対する譲渡制限付株式報酬として、2023年７月21日付で新株式の発行を行ったことに伴い、発行済株

式数は3,100株増加しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年４月１日～
2023年６月30日
（注）

3,600 1,928,400 1,889 362,721 1,889 287,721

 

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日である2023年３月31日の株主名簿により記載しております。

    2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,922,200
19,222

権利内容に何らの制限のない当社に
おける標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株でありま
す。

単元未満株式
普通株式

2,600
－ －

発行済株式総数 1,924,800 － －

総株主の議決権 － 19,222 －
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2023年４月１日から2023年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、PwC京

都監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,000,147 3,080,819

  受取手形及び売掛金 4,162,883 4,979,009

  商品 615,588 682,124

  未収入金 2,160,316 1,850,682

  その他 21,586 17,539

  貸倒引当金 △733 △861

  流動資産合計 8,959,788 10,609,313

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,942,082 1,914,819

   機械及び装置（純額） 123,905 118,505

   車両運搬具（純額） 139,837 121,144

   工具、器具及び備品（純額） 126,134 121,035

   土地 2,522,221 2,522,221

   その他（純額） 52,291 51,011

   有形固定資産合計 4,906,472 4,848,737

  無形固定資産   

   ソフトウエア 8,789 7,061

   その他 7,158 7,147

   無形固定資産合計 15,947 14,208

  投資その他の資産   

   投資有価証券 39,129 43,081

   繰延税金資産 476,599 475,412

   保険積立金 65,950 68,509

   差入保証金 642,764 647,452

   その他 18,009 16,181

   貸倒引当金 △408 △408

   投資その他の資産合計 1,242,046 1,250,229

  固定資産合計 6,164,466 6,113,175

 資産合計 15,124,255 16,722,489
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,999,569 8,171,963

  短期借入金 700,000 700,000

  1年内返済予定の長期借入金 398,209 378,811

  未払金 325,525 344,581

  未払費用 502,870 678,183

  未払法人税等 50,850 100,550

  未払消費税等 32,652 98,028

  賞与引当金 138,335 233,222

  その他 46,181 40,014

  流動負債合計 9,194,195 10,745,356

 固定負債   

  長期借入金 1,821,034 1,731,332

  長期未払金 155,100 155,100

  退職給付引当金 670,969 679,993

  資産除去債務 76,465 76,505

  その他 40,406 40,030

  固定負債合計 2,763,976 2,682,960

 負債合計 11,958,171 13,428,316

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 360,832 362,721

  資本剰余金 285,832 287,721

  利益剰余金 2,504,020 2,625,608

  株主資本合計 3,150,684 3,276,050

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 14,025 16,790

  評価・換算差額等合計 14,025 16,790

 新株予約権 1,373 1,331

 純資産合計 3,166,083 3,294,172

負債純資産合計 15,124,255 16,722,489
 

EDINET提出書類

株式会社アイスコ(E36435)

四半期報告書

 9/17



(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 11,150,682 12,204,084

売上原価 9,192,505 10,097,800

売上総利益 1,958,177 2,106,284

販売費及び一般管理費 1,901,026 1,877,856

営業利益 57,151 228,428

営業外収益   

 受取利息及び配当金 150 150

 不動産賃貸料 12,260 13,140

 雑収入 7,995 7,108

 その他 826 506

 営業外収益合計 21,232 20,906

営業外費用   

 支払利息 4,266 3,866

 不動産賃貸費用 3,727 3,540

 その他 3,230 98

 営業外費用合計 11,224 7,505

経常利益 67,158 241,828

税引前四半期純利益 67,158 241,828

法人税等 23,770 85,595

四半期純利益 43,388 156,233
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

減価償却費 78,785千円 68,003千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月27日
取締役会

普通株式 34,318 18 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月26日
取締役会

普通株式 34,646 18 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)３フローズン事業
スーパー

マーケット事業
計

売上高      

 外部顧客への売上高 9,166,810 1,983,871 11,150,682 － 11,150,682

 セグメント間の内部
  売上高又は振替高

51,292 － 51,292 △51,292 －

計 9,218,103 1,983,871 11,201,975 △51,292 11,150,682

セグメント利益又は損失
（△）（注）２

99,293 △42,142 57,151 － 57,151
 

(注)１.　セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△51,292千円は、セグメント間取引消去等であります。

　　２.　セグメント利益又は損失（△）には適当な配分基準によって、各報告セグメントに配分された全社費用を

含んでおります。

 　　　３.　セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第１四半期累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)３フローズン事業
スーパー

マーケット事業
計

売上高      

 外部顧客への売上高 10,703,189 1,500,894 12,204,084 － 12,204,084

 セグメント間の内部
  売上高又は振替高

49,712 － 49,712 △49,712 －

計 10,752,902 1,500,894 12,253,797 △49,712 12,204,084

セグメント利益又は損失
（△）（注）２

247,262 △18,834 228,428 － 228,428
 

(注)１.　セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△49,712千円は、セグメント間取引消去等であります。

　　２.　セグメント利益又は損失（△）には適当な配分基準によって、各報告セグメントに配分された全社費用を

含んでおります。

 　　　３.　セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年６月30日）

 (単位：千円)

 
 報告セグメント

フローズン事業
スーパー

マーケット事業
計

商品の販売 9,162,847 1,973,250 11,136,098

その他 3,963 10,620 14,584

顧客との契約から生じる
収益

9,166,810 1,983,871 11,150,682

外部顧客への売上高 9,166,810 1,983,871 11,150,682
 

 
当第１四半期累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年６月30日）

 (単位：千円)

 
 報告セグメント

フローズン事業
スーパー

マーケット事業
計

商品の販売 10,699,628 1,492,571 12,192,200

その他 3,560 8,322 11,883

顧客との契約から生じる
収益

10,703,189 1,500,894 12,204,084

外部顧客への売上高 10,703,189 1,500,894 12,204,084
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 22円75銭 81円08銭

（算定上の基礎）   

 四半期純利益(千円) 43,388 156,233

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 43,388 156,233

　普通株式の期中平均株式数(株) 1,907,473 1,927,015

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 22円25銭 79円54銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加数(株) 42,802 37,157

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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２ 【その他】

2023年５月26日開催の取締役会において、2023年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              　34,646千円

②　１株当たりの金額      　                     18円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　 2023年６月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書
 

2023年８月10日

株　式　会　社　ア　イ　ス　コ

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣ京都監査法人
 

東京事務所
 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 若　　山　　聡　　満  
 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 有　　岡　　照　　晃  
 

 
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイス

コの2023年４月１日から2024年３月31日までの第72期事業年度の第１四半期会計期間（2023年４月１日から2023年６月

30日まで）及び第１四半期累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイスコの2023年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。
 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。
 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事

項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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